
 

 

 

 

知識よりも思考力を 
2学期の終業式と3学期の始業式において、子供たちに「学

力」について話をしました。学力は「知識・技能」「考える

力」「学びたい気持ち」の三要素から成り立っていることや学

力を付けるために大切なことなどを噛み砕いて伝えました。

（以下話で用いた資料の一部をご参照ください。）一番伝えた

かったことは、最後のシートですが、学ぶべきは何も子供だけ

ではないこと、子供に教えるときは大人自身が今の我をふり返

る機会にもなることを始めに確認しておきたいと思います。 

さて、先日、テレビ番組「そこまで言って委員会」を観てい

て、面白いネタを仕入れましたので、ご紹介いたします。 

〈問題〉 

一枚10グラムの金貨10枚の入った袋が４つあります。一つ

だけ手に入れることができますが、実は、一つの袋だけ一枚11

グラムのニセ金貨が入っています。あなたは一度だけ秤を使っ

て確かめることができます。さて、どのようにしてニセ物をあ

ばきますか？ 

〈解答〉 

作業上、まず、袋に①～④番を付けます。次に①から1枚、②

から2枚、③から3枚、④から4枚の金貨を取り出し、これら（合

計10枚）の重さを量ります。その重さを見て、101グラムなら

①、102グラムなら②、103グラムなら③、１０４グラムなら④

がニセ物ということになります。 

私は全く手も足も出ませんでした。でも解答を聞いて、「へ

ぇー、頭がいい！」と感心してしまいました。ＩＱが高い人の

考えかもしれませんが、この「へぇー」は、学ぶ際にぜひ大切

にしたい反応です。知識を詰め込んでも感心は得られません。  

考える力は、「見えないものが見える力」とも言われます。 

椎葉小学校 

みんなわになれ 

令和５年2月１日（水） 

第24号（Ｒ４第10号） 

文責 校長 鮫島 良樹 学校だより 


